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今 の ト ッピ ク ス号
令和7年第2回定例会の日程（予定）

議会傍聴席入口前に「みんなのスペース」ができました！
～お子さんも遠慮なく議会においでください～

請願・陳情
の提出締切 5月28日㈬正午までに議会事務局へご持参ください。

初日：5月28日㈬、常任委員会（3日間とも）：6月6日㈮、
最終日：6月17日㈫手話通訳の

申込締切
※ 手話通訳を希望される方は、右の二次元コードよ

り国立市議会ホームページ「令和7年第２回定例
会の手話通訳の申し込みについて」を御覧くださ
い。

開会時刻 本会議・委員会ともに、午前10 時開会の予定です。

議場の傍聴
について

市議会を直接傍聴してみませんか（車いすでの傍聴可）
市ホームページからインターネット中継でもご覧いただけますが、
市役所への用事でご来所していただいた合間にも傍聴することがで
きます。また、議会傍聴席入口前にお子さんが遊べる幼児コーナー
を設けておりますので、身近に議会を感じてみませんか。

第2号議案 ▶▶▶ 3面に結果

国立第二小学校改築工事（建築工事）請負変更契約の締結について、全会一致で
可決されました。

第4号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

国立市地域公共交通活性化協議会等設置条例案が全会一致で可決されました。

第18号議案 ▶▶▶ 2面に詳細

令和６年度国立市一般会計補正予算（第７号）案が全会一致で可決されました。
（職員人件費等、水路等維持管理及び許可事業費、南部地域整備事業費、放課
後子ども教室推進事業費、母子予防接種関連経費　他）

第28号議案 ▶▶▶ 3面に結果

国立市固定資産評価員選任の同意について、同意されました。

第23号議案～第27号議案 ▶▶▶ 4・5面に詳細

令和７年度国立市一般会計、各特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢
者医療）・公営企業会計（下水道事業）の予算案が賛成多数で可決されました。

第35号議案 ～第37号議案▶▶▶ 3面に結果

国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、同意されました。
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　各議案の内容や会議録につきましては、市議会ホームページで、閲覧・検索ができます。どうぞご覧ください。

総
務
文
教
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
職
員
人
件
費
等
】

Ｑ
退
職
手
当
が
補
正
で
増
額
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
当
初
の
想
定
よ
り
退
職

者
が
多
い
の
か
。

Ａ
退
職
者
の
総
数
は
現
時
点
で
35
名
。

う
ち
普
通
退
職
者
は
15
名
で
、
例
年
の

５
名
程
度
の
見
込
み
よ
り
非
常
に
多
い
。

年
代
と
し
て
は
、
20
代
後
半
か
ら
30
代

後
半
の
働
き
盛
り
の
人
材
の
中
で
も
退

職
者
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
原
因
の
分
析
は
し
て
い
る
か
。

Ａ
他
自
治
体
へ
の
転
職
が
多
い
。
職
場

に
不
満
は
な
く
と
も
、
実
家
の
近
所
や

自
分
の
や
り
た
い
・
特
性
に
な
じ
む
と

こ
ろ
へ
移
る
な
ど
自
分
の
働
き
方
を
考

え
て
の
退
職
が
増
え
て
い
る
。

Ｑ
職
員
の
退
職
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

Ａ
特
に
若
い
世
代
で
は
転
職
が
当
た
り

前
、
転
職
を
前
提
に
し
た
社
会
に
な
っ

て
お
り
、
あ
る
程
度
辞
め
て
い
く
こ
と

を
前
提
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
途
採

用
の
強
化
や
、
政
策
の
魅
力
や
働
き
方

等
の
点
で
国
立
市
を
選
ん
で
も
ら
え
る

状
況
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成
国
立
市
役
所
は
良
い
施
策
を
す
る

良
い
職
場
。
優
秀
な
人
材
が
く
る
よ
う

な
ア
ピ
ー
ル
を
。

賛
成
市
長
自
ら
若
い
職
員
と
直
接
話
す

機
会
を
持
つ
と
よ
い
。
近
隣
市
の
市
庁

舎
が
新
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
国
立
も

考
え
る
べ
き
。

賛
成
人
材
を
募
集
し
て
も
集
ま
ら
な
い

と
い
う
課
題
は
あ
る
と
思
う
が
、
引
き

続
き
頑
張
る
よ
う
エ
ー
ル
を
送
る
。

賛
成
他
の
委
員
が
言
う
市
庁
舎
建
て
替

え
は
後
回
し
で
よ
い
が
、
転
職
先
と
し

て
選
ば
れ
る
た
め
の
努
力
は
重
要
。

建
設
環
境
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
８
号
線
整

備
事
業
費
】

Ｑ
沿
線
の
物
件
調
査
は
終
わ
っ
た
か
。

Ａ
拒
否
す
る
方
も
い
る
た
め
３
、
４
件

ほ
ど
調
査
し
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。

【
水
路
等
維
持
管
理
及
び
許
可
事
業
費
】

Ｑ
工
事
の
委
託
を
見
送
っ
て
の
減
額
補

正
と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
５
年
実
施
の

応
急
修
繕
で
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ
漏
水
に
よ
り
水
位
が
保
て
ず
水
田
に

水
が
引
け
な
い
と
い
う
相
談
か
ら
予
算

を
組
ん
だ
が
、
応
急
修
繕
で
漏
水
が
解

消
さ
れ
、
水
位
が
戻
っ
た
。
大
規
模
工

事
の
必
要
性
が
低
く
、
経
過
観
察
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
減
額
し
た
。

【
南
部
地
域
整
備
事
業
費
】

Ｑ
道
路
用
地
買
収
費
の
減
額
理
由
は
。

Ａ
南
第
４
号
線
用
地
の
買
収
費
だ
が
、

地
権
者
の
事
情
に
よ
り
契
約
事
業
を
令

和
７
年
度
に
変
更
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
一
旦
減
額
補
正
し
、
７
年
度
に
同
額

を
積
み
直
し
て
計
上
し
た
。

Ｑ
こ
の
路
線
は
旧
本
田
家
住
宅
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
な
る
。
旧
本
田
家
住
宅

の
オ
ー
プ
ン
と
ず
れ
て
し
ま
う
の
か
。

Ａ
用
地
取
得
の
完
了
後
に
道
路
築
造
予

定
の
た
め
、
７
年
度
中
に
ど
こ
ま
で
追

い
つ
け
る
か
調
整
し
て
い
き
た
い
。

【
商
店
街
振
興
事
業
費
】

Ｑ
活
性
化
事
業
補
助
金
が
２９９
万
円
の
減

額
補
正
と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

Ａ
予
定
さ
れ
て
い
た
補
助
対
象
の
イ
ベ

ン
ト
が
人
手
不
足
や
猛
暑
で
２
件
ほ
ど

中
止
に
な
っ
た
た
め
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成
決
算
見
込
み
で
減
額
補
正
が
多
い

が
、
全
体
を
見
る
と
物
価
高
も
あ
り
膨

れ
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
予
算

に
対
し
て
も
し
っ
か
り
引
き
締
め
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
。

福
祉
保
険
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

【
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
費
】

Ｑ
必
要
な
方
に
し
っ
か
り
届
い
た
か
チ

ェ
ッ
ク
は
行
っ
た
の
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
公
金
受
取

口
座
を
登
録
し
て
い
る
方
に
は
プ
ッ
シ

ュ
式
で
、
そ
れ
以
外
は
、
市
か
ら
対
象

者
へ
確
認
書
を
送
り
、
そ
の
返
送
を

も
っ
て
給
付
す
る
申
請
方
式
を
と
っ
た
。

確
認
書
に
返
答
が
な
か
っ
た
方
に
は
、

申
請
の
締
切
り
１
か
月
ほ
ど
前
に
再
度
、

勧
奨
通
知
を
送
っ
た
。
勧
奨
通
知
に
も

返
答
が
な
か
っ
た
場
合
の
詳
細
な
分
析

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
費
】

Ｑ
安
全
管
理
員
謝
礼
、
い
わ
ゆ
る
ほ
う

か
ご
キ
ッ
ズ
の
謝
礼
の
増
額
理
由
は
。

Ａ
コ
ロ
ナ
禍
の
際
、
三
密
状
態
を
避
け

る
た
め
雨
天
時
の
室
内
実
施
が
無
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
順
次
再

開
に
向
け
て
調
整
を
図
っ
て
き
た
中
、

想
定
以
上
の
実
施
が
で
き
た
た
め
増
額

補
正
を
行
っ
た
。

Ｑ
雨
天
時
の
対
応
は
、
全
て
の
対
象
学

校
で
再
開
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
現
状
、
第
二
小
学
校
は
ま
だ
雨
天
時

の
再
開
が
で
き
て
い
な
い
。
学
校
の
運

営
に
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

【
母
子
予
防
接
種
関
連
経
費
】

Ｑ
シ
ス
テ
ム
設
定
等
作
業
委
託
料
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ
現
在
は
経
済
的
支
援
と
伴
走
型
相
談

支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、

７
年
度
か
ら
前
者
は
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
、
後
者
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ

く
制
度
に
な
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
構
築

と
改
修
費
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
制
度
変
更
に
よ
っ
て
妊
産
婦
支
援
に

変
更
は
あ
る
か
。

Ａ
こ
れ
ま
で
は
妊
娠
時
と
出
生
後
の
２

回
の
給
付
金
支
給
が
あ
り
、
出
生
後
は

子
ど
も
の
人
数
に
応
じ
て
給
付
す
る
形

だ
っ
た
。
制
度
化
後
は
２
回
目
の
給
付

が
胎
児
の
数
に
応
じ
た
給
付
と
な
り
、

妊
娠
が
継
続
し
な
か
っ
た
方
へ
も
給
付

が
可
能
と
な
っ
た
。

【
保
育
総
合
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業
費
】

Ｑ
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
補
助
運
用
委

託
料
に
つ
い
て
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
の
運
用
費
は
無
料
に
す
る
と
い
う
国

の
方
針
と
の
関
連
は
。

Ａ
補
助
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
委
託
料
と
、

運
営
事
業
者
に
容
量
等
に
応
じ
て
支
払

う
利
用
料
の
２
つ
の
経
費
が
発
生
す
る
。

ど
ち
ら
も
移
行
後
は
基
本
的
に
自
治
体

負
担
だ
が
、
国
が
地
方
交
付
税
で
補
填

措
置
す
る
。

建
設
環
境
委
員
会

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
、
公
募
市
民

の
選
出
基
準
は
。
ま
た
、
自
動
運
転
な

ど
の
新
し
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
等
の
関
係
者

が
委
員
の
中
に
入
る
の
か
。

Ａ「
地
域
に
望
ま
れ
る
公
共
交
通
と
は
」

と
い
っ
た
論
文
提
出
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
関
係
者
は
入
っ
て
い

な
い
が
、
学
識
経
験
者
に
つ
い
て
は
、

他
市
に
お
い
て
の
実
績
も
あ
る
の
で
、

議
論
の
中
で
検
討
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ
２
年
任
期
と
い
う
事
だ
が
、
具
体
的

な
施
策
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
期
間
で
計
画

を
作
る
の
か
。

Ａ
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
に

は
、
２
年
ほ
ど
の
期
間
を
要
す
る
。

Ｑ
委
員
に
交
通
不
便
地
域
の
方
が
入
っ

て
い
な
い
が
、
当
事
者
か
ら
話
を
聞
か

な
い
と
意
味
が
な
い
と
思
う
が
。

Ａ
協
議
会
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方
を

後
か
ら
追
加
す
る
事
も
で
き
る
。
ま
た
、

調
査
の
中
で
意
見
を
聴
け
る
場
も
設
け

る
。

Ｑ
委
員
に
福
祉
有
償
運
送
を
利
用
し
て

い
る
旅
客
と
あ
る
が
、
高
齢
者
・
し
ょ

う
が
い
し
ゃ
で
は
意
見
が
違
う
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
か
。

Ａ
現
在
は
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
の
方
が

委
員
に
な
っ
て
い
る
が
、
意
見
を
参
考

に
選
定
基
準
を
整
理
し
て
い
く
。

Ｑ
協
議
会
に
他
事
例
の
関
係
者
を
委
員

に
入
れ
る
こ
と
は
、
簡
単
で
は
な
い
の

で
、
勉
強
会
な
ど
で
招
致
で
き
な
い
か
。

Ａ
広
く
意
見
を
聴
く
こ
と
は
必
要
と
考

え
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

こ
ん
な
討
論
が
あ
り
ま
し
た

賛
成
利
用
者
と
事
業
者
と
の
幅
広
い
協

議
会
で
丁
寧
な
審
査
は
当
然
の
こ
と
だ

が
、
変
わ
る
現
状
に
対
応
し
て
ス
ピ
ー

ド
感
も
持
ち
合
わ
せ
て
、
き
ち
ん
と
し

た
制
度
に
な
る
よ
う
な
協
議
会
を
進
め

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

賛
成
採
算
性
を
重
視
し
て
、
合
わ
な
い

も
の
は
や
ら
な
い
と
い
っ
た
勇
気
も
必

要
。
技
術
発
展
を
待
っ
て
、
新
し
い
も

の
を
導
入
す
る
と
い
う
事
も
考
え
な
が

ら
様
々
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
。

賛
成
ま
ず
は
、
南
部
地
域
の
実
態
を
よ

く
見
て
欲
し
い
。
過
去
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
型
交
通
等
の
実

績
の
デ
ー
タ
を
生
か
し
て
、
考
え
て
ほ

し
い
。
運
転
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
全

て
を
網
羅
す
る
の
で
は
な
く
、
駅
を
中

心
に
商
業
圏
と
住
宅
地
を
結
ぶ
等
に
絞

る
。
ま
た
は
、
シ
ャ
ト
ル
便
に
す
れ
ば

無
人
化
も
で
き
る
。
既
に
自
動
化
運
転

を
導
入
し
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
入
れ
て
、

そ
う
い
っ
た
検
討
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

賛
成
２
年
を
か
け
て
議
論
を
進
め
て
い

く
よ
う
だ
が
、
交
通
不
便
地
域
の
方
に

と
っ
て
２
年
は
と
て
も
長
い
。
今
ま
で

積
み
上
げ
た
知
識
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

早
め
に
交
通
施
策
を
打
ち
出
し
て
ほ
し

い
。
最
近
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
多
く

の
方
か
ら
買
い
物
不
便
地
域
の
問
題
も

出
て
い
る
の
で
、
そ
の
解
消
も
併
せ
て

検
討
し
て
、
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

賛
成
南
部
地
域
の
交
通
不
便
地
域
に
関

し
て
様
々
な
提
案
を
し
て
き
た
が
、
公

共
交
通
審
議
会
で
検
討
す
る
と
の
返
答

だ
っ
た
。
法
定
化
さ
れ
て
様
々
な
知
見

も
取
り
入
れ
て
、
変
化
し
て
い
く
道
路

環
境
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
実
り
あ
る

会
議
に
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

令和６年度国立市一般会計補正予算（第７号）案が全会一致で可決されました第18号
議案

国立市地域公共交通活性化協議会等設置条例案が全会一致で可決されました第4号
議案

国立市議会 検索

▲矢川おんだし
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会派略称
自＝自由民主党（石井伸之・青木健・髙柳貴美代（議長）・遠藤直弘・大谷俊樹） 風＝社民・ネット・風（藤田貴裕・関口博・古濱薫・中谷絢子）
公＝公明党（香西貴弘・青木淳子・山口智之） 共＝日本共産党（住友珠美・矢部新） 新＝新しい議会（藤江竜三・石井めぐみ）維＝日本維新の会（中川貴大）
立＝立憲民主党（稗田美菜子） こ＝こぶしの木（上村和子） み＝みらいのくにたち（望月健一） 耕＝耕す未来＠くにたち（小川宏美）

令和7年第1回定例会　令和7（2025）年2月21日～3月24日　各会派の議案等への賛否　〇：賛成  ×：反対  ※：可否同数による議長裁決

議案
番号 件    名

会派名（人数は議長を除く数） 議決
結果自

4
風
4
公
3
共
2
新
2
維
1
立
1
こ
1
み
1
耕
1

市　
長　
提　
出　
議　
案

予

算

第18号 令和６年度国立市一般会計補正予算(第７号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第19号 令和６年度国立市国民健康保険特別会計補正予算(第３号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第20号 令和６年度国立市介護保険特別会計補正予算(第３号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第21号 令和６年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第22号 令和６年度国立市下水道事業会計補正予算(第２号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第23号 令和７年度国立市一般会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

第24号 令和７年度国立市国民健康保険特別会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第25号 令和７年度国立市介護保険特別会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第26号 令和７年度国立市後期高齢者医療特別会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

第27号 令和７年度国立市下水道事業会計予算案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

第33号 令和６年度国立市一般会計補正予算(第８号)案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

条

例

第3号 市長等及び教育長の給与の特例に関する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第4号 国立市地域公共交通活性化協議会等設置条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第5号 国立市非常勤特別職職員の報酬および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第6号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第7号 市長等の給与および旅費に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第8号 職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第9号 国立市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第10号 国立市新型コロナウイルス感染症対策基金条例を廃止する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第11号 国立市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第12号 国立市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第13号 国立市介護保険条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第14号 国立市保健センター条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第15号 国立市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第16号 国立市都市公園における移動等円滑化の基準に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第17号 国立市下水道条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第29号 国立市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 可 決

第30号 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第31号 国立市会計年度任用職員の報酬、勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可 決

第32号 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 可 決

第34号 国立市市税賦課徴収条例の一部を改正する条例案 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可 決

そ
の
他

第1号 専決処分事項の報告及び承認について［(令和６年度国立市一般会計補正予算(第６号)］ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承 認

第2号 国立第二小学校改築工事(建築工事)請負変更契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

第28号 国立市固定資産評価員選任の同意について(宮崎　宏一氏) 無記名投票（投票総数:20票）
同意:20票 不同意:0票（うち白票0票） 同 意

第35号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて(岸　勝利氏) 無記名投票（投票総数:20票）
同意:20票 不同意:0票（うち白票0票） 同 意

第36号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて(土屋　眞弓氏) 無記名投票（投票総数:20票）
同意:20票 不同意:0票（うち白票0票） 同 意

第37号 国立市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて(近藤　誠氏) 無記名投票（投票総数:20票）
同意:20票 不同意:0票（うち白票0票） 同 意

議
員
提

出
議
案

条
例 第1号 国立市議会の個人情報の保護に関する条例案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決

請
願
･
陳
情

請　願
第２号 犬猫食規制条例の制定を求めることに関する請願 × × × × × 〇 × × × × 不採択
請　願
第３号 社会保険料の引き下げを国に求めることに関する請願 × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 不採択
陳　情
第１号 公職選挙法違反の疑いを抱いた一連の事実と法令遵守に関する陳情 × × × × × × × × × × 不採択
陳　情
第２号 若者会議の創設に関する陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採 択
陳　情
第３号 市役所管理職のジェンダー平等推進に関する陳情 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採 択
陳　情
第４号 市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯罪」等を減らす取り組みに関する陳情 × × × × × × × × × × 不採択
陳　情
第５号

議会の審議において、どの議員が、どの議案に「賛成」「反対」「棄権」したかが分かるような図を
つくり、自治体のホームページで公開することに関する陳情 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 × 〇 不採択

陳　情
第６号

国立市におけるごみ分別ルールは、「容器包装プラスチック」と「不燃ごみ」の仕分け概念を理解す
る難易度が高く、分別ルールの理解を落とし込むのに困難・苦労が生じている状況のため、ごみ分別
学習会・講習会の定期開催を国立市に求める事に関する陳情

× 〇 × 〇 × × × 〇 × 〇 不採択

陳　情
第７号 子どもたちを安心して育てる環境を求める陳情 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇 不採択

※
陳　情
第８号 国立第二小学校の中庭周りのスロープに関して検討して安全な学校施設に改善を求める陳情 × × × × × × × × × × 不採択
陳　情
第９号 国立第二小学校改築工事に伴う既存樹木の移植に関する陳情 × × × × × × × × × × 不採択
陳　情
第10号 (仮)クレイシア国立新築工事及び他の案件をふまえて都市計画とまちづくり行政の問題の解決を求める陳情 × 〇 × 〇 × × × × × 〇 不採択
陳　情
第11号 国立南部の整備において市民と議論を重ねて都市計画を練り上げることを求める陳情 × 〇 × 〇 × × × × × 〇 不採択

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス

トピックス
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人と環境重視の予算編成を評価、とことん市民に向き合う市政を
社民・ネット・風　4名　賛　成

　フルインクルーシブ教育推進の
ための予算は、すべての子どもが
平等に学べる環境が整備され、社
会全体の理解と共生が進むと評価
し、名称変更より実践内容の理解
促進が重要と考える。
　都市計画道路3・3・15号線、
矢川上地区計画については、まち
づくりの根幹に関わることから、
改めて市民との意見交換をすると
いう見直す方針を評価。
　地球温暖化対策については、エ
ネルギー自給に向けた具体的な施
策を早急に進めると同時に樹木の

保全と緑の創出が肝要だ。PFAS
汚染は今や全国的な課題であり、
水質検査費用を予算化したことは、
地域住民の安全確保に直結し、将
来的なリスク回避にも繋がる施策
と評価する。
　女性支援事業は利用者の感想を
適切にフィードバックするよう望む。
　その他、教育環境の整備、人々
が交流する居場所づくり等市民生
活の質の向上を目指す姿勢が読み
取れる予算であると評価し賛成す
る。徹底した情報公開で、市民と
の信頼関係を築くことを求める。

令和７年度予算案に対する
会派代表討論（要旨）

【会派名簿順に掲載／賛成・反対は一般会計について】

※各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。
※ 会派の構成人数により討論時間が異なるため、文字
数に違いがあります。

永見市政を継承した一般会計予算に７点の附帯決議を付し賛成する
自由民主党　4名　賛　成

　令和７年度一般会計予算案には
７点の附帯決議を付け、各特別会
計予算案及び下水道事業会計予算
案には賛成し討論させて頂く。　
今回の予算の特徴としては、概ね
永見市長時代に編成されたもので
あり新市長の特徴的なものはあま
り感じられないという点をあげさ
せて頂きたいと思います。
　まず歳入については当初段階で
398億円であり、いよいよ当市も
400億円時代を迎えた訳でありま
すが、これは佐藤・永見市政にお
ける堅実運営の成果であり、今後

も継承しなければならないもので
あります。
　次に歳出ですが、今後の当市の
発展を考える時、南部地域のイン
フラ整備は必要不可欠であります。
その為の南武線立体交差化事業や
都市計画道路及び狭隘道路整備は
事業の計画通り進めることが肝要
であります。これらによる南部の
交通不便地域の解消が人口減少化
時代にあっても新しい人々を当市
に呼び込む重要政策と捉え私たち
自民党国立市議団として、地元の
皆様と一緒に進めてまいります。

持続可能な市政運営を！７項目の附帯決議を付けて賛成
公明党　３名 賛　成

　令和７年度一般会計予算は昨年
に引き続き過去最高額となった。
前市政からの継続的な予算と認識
している。人口が横ばい状態の中
扶助費等の義務的経費が増え続く
限り、行政のＤＸ化を進め、歳出
削減が課題となっている。わが党
から要望してきた「居住支援につ
ながる住宅確保要配慮に係る居住
支援事業」「災害に備える携帯ト
イレ購入助成」等が予算化された
事を評価したい。一方、まちづく
りに関する予算への消極的な取り
組みが委員会審査からも見受けら

れたことから、PFAS調査の農作
物への風評被害対策を市長の責任
の下で行う事等の7項目の附帯決
議を付し、賛成とする。南部地域
の整備や富士見台団地の再生は、
選ばれるまちとしてポテンシャル
を有している。
　引き続き、①ボランティアポイ
ントの導入②小児インフルエンザ
予防接種の助成拡大③避難所に
ベッド、間仕切りの備蓄④認知症
ケア技法ユマニチュードの普及啓
発⑤要望の多い箇所への安心安全
カメラの増設を要望する。

開催日：令和7年3月6日㈭～11日㈫　　委員長：藤田　貴裕　　副委員長：香西　貴弘予算特別委員会

令和７年度　令和７年度　一般会計一般会計
各特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）、各特別会計（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）、
公営企業会計（下水道事業）の予算案を公営企業会計（下水道事業）の予算案を

〔一般会計予算案については、附帯決議を付し可決されました〕〔一般会計予算案については、附帯決議を付し可決されました〕
決可

予算特別委員会（一般会計予算案）での採決の様子

▲市HP　委員会
　審査報告書
　〔附帯決議あり〕
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自由民主党

·市税収入が増になる要因
· 各特別会計における収支の

健全化
· 道路整備と交通環境の整備

と適正管理
·個人市民税以外の税収増策
· 業務委託受注業者における

従業員給与
· くにビズ導入における効果

についての評価

社民・ネット・風

· フルインクルーシブ教育実
践内容の理解促進

· 3・3・15号線に関わる計
画の見直しに取り組む

· システム標準化に対する市
の対応

· 太陽光発電設備の設置のた
めの補助金

· PFAS汚染対策を
· 旧国立駅舎東側広場に子ど

もの遊び場の設置を

公明党

·防犯対策事業費
· ヒアリングフレイル予防事

業費
·幼稚園事業費
·学校管理費印刷等借上料
· フルインクルーシブ推進事

業
· 通学路等安心安全対策推進

事業費

日本共産党

· 職員の健康増進、メンタル
面のサポートの拡充

· パートナーシップ関係にあ
る住民票続柄の記載

· 女性管理職割合を高めるた
めに行っている対策

· 矢川上の地区計画推進にお
ける合意形成の状況

5

  主 な 質 疑 項 目　　　

市民参加型のまちづくりを推進し、開発優先からひと優先のまちへ
日本共産党　2名 賛　成

　一般会計の予算総額は前年度比
7.3％増の398億7,500万円。その
要因は景気が回復傾向という事だ
が、高水準と言えるのは大企業で
あり、二極化している。市は地元
事業者やケア労働を支える事が必
要。くにビズの運営など支援する
取組みは評価できる。賛成理由①
PFAS水質調査事業を取り入れた
こと。調査は風評被害を起こすと
いうより、むしろ住民の健康を守
り地域の信頼を高めるために不可
欠。科学的根拠に基づいた正確な

情報提供を要望。②新規で行う補
聴器購入助成を含むヒアリングフ
レイル予防事業は、我が党が要望
してきたことであり調査研究を重
ねて形になった事に感謝する。③
居住支援は民間委託で総合的な相
談窓口を開設するが、入居前・入
居中・退去時の総合的な支援体制
を期待したい。
　国保は、物価高騰が続く中、値
上げしなかったことは経済的負担
軽減から重要な決断だった。

適切な住宅供給と魅力的な事業で現役世代を呼び込むまちへ
新しい議会　2名　賛　成

　令和７年度の予算の多くは、前
市長の元で継続して行われる事業。
これまでの審議で適切な経過を経
て計上されたものと判断する。
　手話言語条例が施行された当市
でデフリンピック啓発予算が計上
されなかったことや、歳入を増や
すための商業振興に関する予算が
減額されていることを残念に思う。
選ばれるまちとなるよう、先ずは
適切な住宅供給を行ってほしい。

PFASに関する水質検査は、風

評被害を最小限に抑えるための予
防的措置を確実に講じること。す
でに複数の学校で影響が出ている
フルインクルーシブ教育は、その
名称を見直し、文科省の指針に従
い教育環境を整備すること。これ
まで進めてきた「まちづくり」を
遅滞なく円滑に推進することなど
を附帯決議とした上で、濵崎市長
の今後に期待し、すべての会計予
算案に賛成する。

附帯決議による薄氷の可決！市長は決議を受け止めた市政運営を！
日本維新の会　1名　賛　成

　まず、永見市政を踏襲する予算
案を示したことには一定の評価。
経常収支比率が106.4％と悪化し
たことに強い懸念を表明。ヒアリ
ングフレイル予防とAED場所明
確に。スマート農業活用を。共同

親権施行に向け、相談体制や対応
力の強化を。
　まちづくりや都市計画の遅滞が
生じないようにすべき。フルイン
クルーシブ教育に関する東京大学
との協定見直しを。

しわ寄せが弱いところに行かない市政運営を
立憲民主党　1名 賛　成

　中期財政見通しでは2032年度ま
で経常収支比率が100％を切らず、
同年度には人口一人当たりの基金
残高は３万6,000円、財政調整基金
の残高見込みは3,300万円となる。
今後の財政運営はしっかりと進め

ることを要望。別室登校について
中学校３校の一般財源からの補填
は評価。小学校１校についての運
用対応は指摘。子どもたちの居場
所には丁寧な対応を強く求める。

東大バリアフリー教育開発研究センターとの協定破棄は大問題！
こぶしの木　1名 反　対

　人権を土台にすえたソーシャル
インクルージョンのまちづくりは、
地域の全てのこどもを包摂できる
フルインクルーシブな学校づくり
によって実現する。そのためには
様々な知見を有する東大バリアフ

リー教育開発センターとの協定継
続は不可欠。国立側が政治的理由
で一方的に破棄することは大問題。
教育大綱に掲げるフルインクル
ーシブ教育の文言を検討するなら、
国連の建設的対話を採用するべき。

市長は公約通り、教育費の大幅な増額をすべき！
みらいのくにたち　1名　賛　成　

　一般会計及び各特別会計予算案、
いずれも賛成。但し、附帯決議を
付しての賛成である。市長の言葉
は重い。選挙前後、市民に伝えた
言葉に関しては、真摯に向き合っ
て頂きたい。2つのことを要望す

る。①任期中、学校施設改修など
教育予算の拡大②国立富士見台団
地の建て替えでは、住民の居住の
安定を強く図って頂きたい。セー
フティーネット専用住宅の大規模
な速やかな整備を要望する。

人・環境重視のまちづくり予算に大いに期待する！
耕す未来＠くにたち　1名　賛　成

　濵﨑市長予算で議論となった３
つ。①PFAS水質調査250万円。
政府も2026年には水質検査を義務
付けていく。情報の透明性を確保
するため国に先駆けて濵﨑市長が
予算化したのは必然の流れにある。

②教育環境整備に1億6,068万円。
スマイリースタッフ3名増。③住
まいの総合相談窓口開設400万円。
どれも人・環境重視のため捻出し
た予算。支え合いの地域づくりを
進めることに大いに期待している。

総務費
9.87%

教育費
15.05%

歳　入
398億
7,500万円

地方消費税
交付金5.06%

繰越金0.75%

使用料及び手数料
1.76%

地方交付税0.19%

繰入金4.01%

諸収入1.35%

その他3.70%

市税
41.58%

国庫支出金
19.22%

都支出金
17.48%

市債
4.90%

歳　出
398億
7,500万円

消防費2.87%

衛生費
6.47%

議会費1.08%
その他0.86%
諸支出金0.39%

公債費4.52%

民生費
52.17%

総務費
11.30%

土木費
7.41%

教育費
12.92%

総務費
9.87%

教育費
15.05%

歳　入
398億
7,500万円

地方消費税
交付金5.06%

繰越金0.75%

使用料及び手数料
1.76%

地方交付税0.19%

繰入金4.01%

諸収入1.35%

その他3.70%

市税
41.58%

国庫支出金
19.22%

都支出金
17.48%

市債
4.90%

歳　出
398億
7,500万円

消防費2.87%

衛生費
6.47%

議会費1.08%
その他0.86%
諸支出金0.39%

公債費4.52%

民生費
52.17%

総務費
11.30%

土木費
7.41%

教育費
12.92%

※ 端数処理の関係上、
構成比合計が100％
にならない場合があ
ります。

新しい議会

· 国立駅南口子育ち・子育て
応援テラスの事業費

· 健康ポイント事業の委託先
の再検討

· 人件費の削減に通じるAI 
の積極的な活用

· FSXホール、FSXアリーナ
の雨漏り改修工事

日本維新の会

·経常収支比率の改善を
·国保税統一で上げ幅低減

立憲民主党

· 戸籍事務の振り仮名訂正の
対応と周知方法

· 国民健康保険の高額療養費
の多数回利用者数

こぶしの木

·フルインクルーシブ教育
·二小樹木保存環境教育推進

みらいのくにたち 

· 認知症グループホームの市
内設置

· 介護の2025年問題について
現状

耕す未来＠くにたち

·学校給食の質を守る取組
·駅前子育ち・子育て事業

令和７年度一般会計歳入歳出予算額の構成比
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空
き
家
の
発
生
抑
制
・
適
正
管
理
・

利
活
用
は
市
民
参
加
で
対
策
を

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
中
谷
絢
子  

議
員

Q
マ
イ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て

高
齢
者
に
所
有
建
物
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

A
高
齢
世
帯
の
再
生
活
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
庁
内
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

Q
市
外
在
住
の
空
き
家
所
有
者
に
固
定
資
産

税
通
知
を
発
送
す
る
際
、
空
き
家
相
談
窓
口

の
案
内
を
同
封
し
て
は
ど
う
か
。

A
対
象
を
抽
出
し
案
内
を
同
封
で
き
る
よ
う

課
税
課
と
協
議
し
て
い
く
。

Q
空
き
家
管
理
を
市
民
参
加
で
行
う
考
え
は
。

A
自
治
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
範
囲
で
所
有
者

了
解
の
下
ご
近
所
の
助
け
合
い
で
有
意
義
な

活
動
だ
と
考
え
る
。

Q
市
内
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
専
用
住
宅

は
ゼ
ロ
だ
が
居
住
支
援
と
し
て
空
き
家
を
活

用
す
る
考
え
は
。

A
空
き
家
に
占
め
る
賃
貸
住
宅
率
は
83
·

1
％
。
内
８
割
が
単
身
向
け
物
件
。
住
宅
確

保
要
配
慮
者
と
賃
貸
空
き
室
が
マ
ッ
チ
ン
グ

で
き
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
た
い
。

Q
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
を
市
は
進
め
る
べ
き
で
は
。

A
災
害
用
対
策
井
戸
水
質
検
査
を
行
う
。

他
、
地
域
新
電
力
と
産
後
ケ
ア
事
業
を
質
問
。

現
役
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
と
住
環
境
整
備
を
！

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨を
まとめたものを掲載しております。また、二次元コードより議員の録画映像を御覧いただけます。

新
し
い
議
会　
　
石
井
め
ぐ
み  

議
員

Q
濵
﨑
市
長
が
考
え
る
、
国
立
駅
前
や
大
学

通
り
の
理
想
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
何
か
。

A
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歩
行
空
間
や
緑
の
充
実
。

建
物
や
街
灯
や
広
告
物
な
ど
、
高
い
水
準
の

デ
ザ
イ
ン
性
や
統
一
感
が
あ
る
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
。
国
立
市
は
こ
の
よ
う
な
要
素
を

も
と
も
と
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

Q
国
立
市
の
課
題
で
あ
る
義
務
的
経
費
の
多

い
財
政
状
況
を
見
直
す
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

A
経
常
収
支
比
率
が
高
止
ま
り
し
て
財
政
の

硬
直
化
が
起
き
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

を
検
証
し
、
適
正
化
の
余
地
を
考
え
る
。

Q
市
民
か
ら
改
正
の
意
見
も
あ
る
、
教
育
大

綱
に
あ
る「
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」と

い
う
表
記
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

A
現
在
の
表
現
は
個
々
の
受
け
取
り
方
で

様
々
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
本
来
の
国
立
市
の

教
育
の
趣
旨
が
伝
わ
り
に
く
い
と
認
識
し
て

い
る
。
さ
ら
に
良
い
表
現
が
な
い
か
検
討
。

他
、
現
役
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
と

な
る
、
公
共
施
設
の
再
編
を
含
む
富
士
見
台

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
南
部
地
域
の
住
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
な
ど
を
質
問
。

南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
の

市
長
の
考
え
を
問
う

公
明
党　
　
山
口
智
之  

議
員

Q
南
武
線
立
体
交
差
事
業(

３
・３
・
15
号
線

含
む)

や
矢
川
駅
周
辺
基
盤
整
備
計
画
に
つ

い
て
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

A【
市
長
】道
路
の
問
題
が
地
域
の
大
き
い
課

題
だ
と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り
向
き
合
う
。

Q
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
活
用
し
て
、
狭
隘
道

路
の
多
い
交
通
不
便
地
域
に
公
共
交
通
を
導

入
で
き
な
い
か
。

A
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
置
し
、

地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
具
体
的
な
方

針
を
示
し
た
い
。

Q
国
交
省
の
多
摩
川
緊
急
治
水
対
策
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
出
て
い
る
か
。

A
国
立
よ
り
下
流
域
の
河
道
掘
削
が
行
わ
れ

て
お
り
、
工
事
終
了
後
は
、
水
位
が
60
㎝
下

が
る
想
定
。
将
来
は
国
立
市
流
域
も
工
事
が

行
わ
れ
る
。

Q
都
の
新
年
度
予
算
に
防
犯
機
器
購
入
補
助

事
業
が
含
ま
れ
て
い
る
。
市
を
通
じ
て
補
助

金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
市
の
対
応
は
。

A
未
だ
、
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
詳
細
が
判
明
次
第
の
検
討
と
な
る
。

他
、
く
に
Ｐ
ａ
ｙ
の
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
活

用
に
つ
い
て
質
問
。

市
民
が
輝
く
国
立
市
を
目
指
し
て
！

日
本
共
産
党　
　
住
友
珠
美  

議
員

Q
社
会
福
祉
事
業
団
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
現

在
保
育
審
議
会
で
公
立
保
育
園
民
営
化
の
効

果
検
証
が
行
わ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

A
事
業
団
化
し
た
矢
川
保
育
園
と
、
公
立
の

西
保
育
園
の
視
察
を
行
っ
た
り
、
職
員
・
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

Q
健
康
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
健
康
に
後

ろ
向
き
な
方
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
戦
略
は
。

A
健
康
を
幸
せ（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）と
大

き
く
と
ら
え
、
多
様
な
組
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
、
広
く
底
上
げ
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
今
ま
で
要
望
し
て
き
た
、
居
住
支
援
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
に
サ
ポ
ー

ト
窓
口
設
置
と
あ
る
が
内
容
を
伺
い
た
い
。

A
居
住
支
援
法
人
な
ど
に
委
託
し
て
、
月
２

回
程
度「
住
ま
い
の
相
談
窓
口
」を
設
置
す
る

計
画
。（
相
談
は
随
時
職
員
も
対
応
）。

Q
高
齢
期
の
聞
こ
え
の
支
援
と
し
て「
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
」が
開
始
さ
れ

る
が
、
内
容
と
時
期
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

A
10
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
。
講
演
会
開
催
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
、
購
入
補
助
制

度
の
創
設
を
行
う
予
定
。

支
援
の
本
質
は
何
か
を
問
う

立
憲
民
主
党　
　
稗
田
美
菜
子  

議
員

Q
人
間
ド
ッ
ク
の
乳
が
ん
検
診
で
は
エ
コ
ー

検
査
が
あ
る
が
、
市
の
が
ん
検
診
で
は
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
フ
ィ
ー
の
み
の
理
由
は
。

A
市
の
が
ん
検
診
は
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減

ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
指
針
で
規
定

さ
れ
て
お
り
、
行
政
の
健
康
増
進
事
業
と
は

仕
組
み
が
異
な
る
た
め
。

Q
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
現
制
度
で
は
１
回

の
利
用
で
は
な
く
複
数
回
の
利
用
の
検
討
は
。

A
複
数
回
ウ
ィ
ッ
グ
助
成
は
考
え
て
な
い
が
、

再
発
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
を
繰
り
返
す
場
合

の
ウ
ィ
ッ
グ
を
使
用
す
る
と
き
の
助
成
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
現
在
試
行
的
な
中
学
生
し
ょ
う
が
い
児
の

学
童
保
育
を
広
く
周
知
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
が
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
子
ど
も
家
庭
部
、
健
康
福
祉
部
、
教
育
部

の
3
部
で
個
々
の
家
庭
の
不
安
を
個
別
に
聞

き
な
が
ら
包
括
的
に
検
討
し
て
い
く
。

Q
学
校
の
標
準
時
数
に
つ
い
て
全
国
的
に
超

過
傾
向
だ
が
市
内
で
は
ど
う
か
。

A
減
少
傾
向
だ
が
、
全
校
超
過
時
間
は
あ
る
。

他
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
卒
業
後

の
支
援
、
訪
問
理
美
容
に
つ
い
て
質
問
。

生
ご
み
の
カ
ラ
ス
対
策
と
青
柳
南

ア
パ
ー
ト
の
交
通
不
便
解
消
策
は

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
藤
田
貴
裕  

議
員

Q
市
の
生
ご
み
の
カ
ラ
ス
対
策
は
な
に
か
。

A
市
は
市
民
に
蓋
つ
き
の
容
器
で
出
す
こ
と

を
推
奨
し
て
い
る
。
収
集
員
が
カ
ラ
ス
被
害

に
あ
っ
た
集
積
所
を
発
見
し
た
場
合
、
公
道

は
可
能
な
限
り
清
掃
し
て
い
る
。
近
隣
の
方

か
ら
苦
情
が
あ
る
家
に
は
カ
ラ
ス
対
策
の
徹

底
を
お
願
い
す
る
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
い
る
。
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
は
無
料
で

配
布
し
て
い
る
が
、
立
体
的
な
も
の
を
作
る

予
定
は
な
い
。

Q
青
柳
南
ア
パ
ー
ト
の
交
通
不
便
解
消
策
は
。

A
あ
お
や
っ
ぎ
こ
の
乗
り
入
れ
は
難
し
い
の

で
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
様
々
な
地
域
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
を
検
討
し
実
現
可
能
か
話
し
合
い

た
い
。
立
川
市
の
く
る
り
ん
バ
ス
の
乗
り
入

れ
は
、
国
立
市
の
都
合
で
は
難
し
い
と
思
う
。

今
後
設
置
す
る
活
性
化
協
議
会
で
必
要
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
運
行

可
能
か
議
論
を
し
た
上
で
立
川
市
に
相
談
し

た
い
。

Q
国
立
駅
北
口
の
横
断
歩
道
設
置
は
。

A
当
該
箇
所
は
警
察
と
協
議
し
た
結
果
、
駐

車
場
の
出
入
り
口
が
あ
っ
た
り
、
バ
ス
が
通

る
交
差
点
の
直
後
の
た
め
設
置
で
き
な
い
。

国
立
駅
前
の
円
形
公
園
を
自
由
に

出
入
り
で
き
る
よ
う
検
討
す
べ
き

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
関
口
博  

議
員

Q
国
立
駅
前
の
円
形
公
園
は
、
非
日
常
的
な

空
間
で
、
自
由
に
入
れ
れ
ば
、
カ
フ
ェ
を
楽

し
ん
だ
り
、
音
楽
活
動
を
や
っ
た
り
と
、
市

民
に
と
っ
て
心
豊
か
に
な
る
空
間
に
な
る
の

で
、
活
用
の
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
に
要
望

し
て
い
た
が
、
検
討
結
果
は
ど
う
か
。

A
ロ
ー
タ
リ
ー
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
円

形
公
園
に
日
常
的
に
入
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

Q
い
わ
ゆ
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
自
由
に
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
の
導
入
は
行
っ
て

い
な
い
と
警
察
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

Q
立
川
の
曙
橋
交
差
点
で
は
、
人
々
は
東
西

南
北
斜
め
に
自
由
に
歩
い
て
い
る
が
、
そ
の

よ
う
な
方
法
は
導
入
出
来
な
い
の
か
。
円
形

公
園
に
自
由
に
入
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
他

市
に
な
い
国
立
市
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
ス

ペ
ー
ス
に
な
る
。
市
長
に
、
そ
の
よ
う
な
意

思
が
あ
れ
ば
、
警
察
と
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
警
察
に
よ
れ
ば
、
立
川
の
曙
橋
の
様
に
斜

め
に
歩
く
の
は
、
違
反
行
為
と
の
こ
と
。

他
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
宮
古
島
未
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｐ
Ｐ
Ａ
手
法
の
検
討
。
マ
イ
ナ

保
険
証
の
注
意
点
に
つ
い
て
質
問
。

﹁
投
票
支
援
カ
ー
ド
﹂の
導
入
で

投
票
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を

公
明
党　
　
香
西
貴
弘  
議
員

Q
投
票
所
で
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
予
め
記
入

で
き
る「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」と
視
覚
し
ょ
う

が
い
者
の
投
票
用
紙
へ
の
記
入
を
助
け
る

「
投
票
用
紙
記
入
補
助
具
」導
入
を
求
め
る
。

A
直
近
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
諮
り
た
い
。

Q
国
が
示
し
た
新
た
な
災
害
対
応
の
方
針
で

避
難
所
環
境
の
整
備
や
運
営
へ
の
支
援
充
実

が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
、
当
市
で
の
目
下
の

課
題
が
何
処
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
か
。

A
保
管
場
所
や
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
か
ら
生
命

維
持
の
必
要
最
低
限
の
備
蓄
を
行
う
こ
と
が

現
状
の
限
界
。
こ
の
新
方
針
に
対
応
す
る
為

の
予
算
の
確
保
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

Q
国
立
第
二
小
学
校
建
替
え
で
導
入
さ
れ
た

低
リ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
を
今
後
の
学
校
改
築
時

に
お
け
る
標
準
装
備
と
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

A
今
後
の
学
校
改
築
時
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

や
実
施
設
計
時
に
学
校
と
相
談
し
検
討
す
る
。

Q
Ｕ
Ｒ
富
士
見
台
団
地
再
生
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
で
の
市
長
の
見
解
を
問
う
。

A【
市
長
】団
地
再
生
に
よ
る
新
た
な
世
代
の

流
入
や
地
域
活
性
化
に
期
待
。
現
住
民
の
居

住
の
安
定
を
図
り
つ
つ
、
Ｕ
Ｒ
と
連
携
し
進

め
て
い
き
た
い
。

分
煙
、
ポ
イ
捨
て
対
策
を
！

新
し
い
議
会　
　
藤
江
竜
三  

議
員

Q
市
長
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
財
源
不
足
は
深

刻
化
と
記
載
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
策

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

A
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
歳
入
の
増
加
、

歳
出
削
減
の
方
策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
非
常
に
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

Q
市
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。
名
札
や
録

音
な
ど
工
夫
し
て
み
て
は
。

A
名
札
に
つ
い
て
は
す
で
に
行
っ
て
い
る
部

分
も
あ
る
が
さ
ら
に
検
討
し
、
録
音
機
も
増

や
す
。
今
後
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
対

応
を
強
化
し
て
い
く
。

Q
ポ
イ
捨
て
対
策
等
の
た
め
喫
煙
所
の
整
備

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

A
分
煙
施
設
整
備
を
進
め
よ
と
い
っ
た
趣
旨

の
技
術
的
助
言
が
国
か
ら
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Q
過
去
の
区
画
整
理
事
業
の
成
果
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
の
推
計
税
額
と
実

際
の
増
加
額
と
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
事

業
効
果
に
よ
る
増
加
が
見
込
ま
れ
た
と
推
察

し
て
い
る
。
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選
挙
戦
の
チ
ラ
シ
の
内
容
か
ら

新
市
長
に
問
う

自
由
民
主
党　
　
遠
藤
直
弘  

議
員

Q
市
長
が
1
番
進
め
た
い
政
策
は
、
現
役
世

代
が
選
ん
で
住
む
街
に
し
た
い
と
の
事
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

A
人
口
減
少
、
動
態
の
変
化
は
課
題
．
新
し

い
住
民
の
受
け
皿
と
な
る
取
組
み
を
し
た
い
。

Q
人
口
の
具
体
的
な
目
標
を
定
め
て
は
。

A
新
た
な
目
標
な
り
中
長
期
の
予
測
を
検
討
。

Q
選
挙
時
の
政
策
で
、
市
内
在
住
職
員
を
増

や
す
と
あ
っ
た
。
こ
れ
を
行
え
ば
現
役
世
代

が
増
え
る
の
で
は
。

A
強
制
は
で
き
な
い
が
、
災
害
時
対
応
と
し

て
も
取
り
組
み
た
い
。

Q
選
挙
時
の
チ
ラ
シ
の
中
で
、
教
育
費
を
か

け
て
い
な
い
と
か
、
子
育
て
が
他
市
よ
り
も

充
実
し
て
い
な
い
と
か
あ
る
が
、
事
実
か
。

A
ニ
ュ
ー
ス
と
か
報
道
ベ
ー
ス
の
情
報
の
取

り
方
で
変
わ
っ
て
く
る
。
某
テ
レ
ビ
局
の
も

の
は
遺
憾
に
感
じ
て
い
る
。

Q
同
チ
ラ
シ
で
土
木
費
も
高
い
と
あ
っ
た
が
、

矢
川
プ
ラ
ス
の
建
築
費
が
多
く
出
た
も
の
で
、

子
育
て
費
の
よ
う
な
物
。
市
長
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
変
え
た
方
が
良
い
の
で
は
。

A
市
長
に
な
り
見
ら
れ
る
情
報
も
増
え
た
の

で
、
判
断
し
て
い
く
。

国
立
富
士
見
台
団
地
の
建
替
え
に

お
い
て
市
は
住
民
を
守
れ
！

み
ら
い
の
く
に
た
ち　
　
望
月
健
一  

議
員

Q
不
登
校
の
支
援
を
学
校
で
行
う
場
合
、
正

規
職
員
が
つ
け
ら
れ
る
制
度
の
導
入
は
。

A
検
討
を
始
め
て
い
る
。

Q
教
育
費
の
他
市
と
の
比
較
は
。

A
幼
稚
園
を
教
育
費
と
し
て
計
上
す
る
自
治

体
や
、
教
育
施
設
が
多
い
自
治
体
と
比
較
す

る
と
国
立
市
は
教
育
費
が
少
な
く
な
る
傾
向
。

Q
第
五
小
学
校
の
水
道
が
鉄
の
味
が
す
る
と

い
う
児
童
の
訴
え
に
対
す
る
対
応
は
。

A
調
査
の
後
パ
ッ
キ
ン
交
換
や
清
掃
を
実
施
。

Q
富
士
見
台
団
地
の
再
生
に
関
し
て
、
住
民

の
不
安
に
応
え
る
具
体
的
な
対
策
を
求
め
る
。

A
居
住
者
の
声
を
聴
き
高
齢
者
が
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

Q
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
大
規
模
設
置

に
関
し
て
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

A
引
き
続
き
検
討
す
る
。

Q
市
内
全
域
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
を

200
戸
つ
く
れ
な
い
か
。

A【
市
長
】住
宅
施
策
の
中
に
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
を
含
め
て
検
討
す
る
。

Q
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
、
民
間
事
業
者
も
相

談
対
象
先
と
し
て
働
き
か
け
は
で
き
な
い
か
。

A
協
力
し
て
い
く
。

介
護
保
険
料
が
多
摩
26
市
で
2
番
目
、

対
応
が
急
務
と
は

公
明
党　
　
青
木
淳
子  

議
員

Q
市
長
選
挙
中
チ
ラ
シ
に
あ
る「
介
護
保
険

料
が
多
摩
26
市
で
２
番
目
に
高
額
、
対
応
が

急
務
」と
の
考
え
方
を
問
う
。

A【
市
長
】事
実
認
識
の
為
に
問
題
提
議
し
た
。

介
護
保
険
料
を
抑
え
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

Q
介
護
保
険
料
が
高
い
理
由
を
問
う
。

A
要
介
護
２
ま
で
の
認
定
率
は
26
市
ト
ッ
プ
。

総
費
用
額
は
高
い
が
一
人
当
た
り
の
費
用
額

は
18
番
目
と
低
い
。「
軽
度
の
う
ち
か
ら
介

護
保
険
を
利
用
し
重
度
化
予
防
や
介
護
度
の

改
善
を
図
る
」こ
と
が
機
能
し
て
い
る
成
果
。

Q
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
視
点
に
立
っ
た

防
災
対
策
の
状
況
と
訓
練
参
加
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
て
は
ど
う
か
。

A
避
難
所
運
営
委
員
会
や
避
難
所
運
営
訓
練

に
し
ょ
う
が
い
当
事
者
の
方
等
に
ご
参
加
頂

い
て
い
る
。
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
意
見
収

集
の
一
つ
の
手
段
と
捉
え
て
い
る
。

Q
立
川
・
国
立
女
性
防
火
の
会
活
動
を
問
う
。

A
本
所
防
災
館
視
察
研
修
や
災
害
時
の
健
康

管
理
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
に
参
加
。

他
、
東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
福
祉
避
難
所
に
、
予
防
接
種
費
用
助

成
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
転
倒
に
つ
い
て
質
問
。

新
市
長
の
行
政
運
営
方
針
と

庁
内
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

自
由
民
主
党　
　
青
木
健  

議
員

Q
行
政
の
継
続
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
長
い
経
緯
を
踏
ま
え
て
策
定
・
合
意
が
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
基
盤
整
備
の
遅
れ
て
い
る
南
部
地
域
の
整

備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
昨
年
６
月
に
策
定
し
た「
南
部
地
域
整
備

基
本
計
画
改
定
版
」に
基
づ
き
、
恵
ま
れ
た

自
然
と
文
化
を
保
全
し
つ
つ
、
安
心
・
安
全

で
快
適
な
住
環
境
の
形
成
に
向
け
、
都
市
基

盤
の
整
っ
た
利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

Q
狭
隘
道
路
対
策
と
都
市
計
画
道
路
は
ど
う

な
る
の
か
。

A
狭
隘
道
路
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
制
度
の

周
知
を
図
り
な
が
ら
、
地
権
者
の
理
解
と
協

力
を
頂
き
積
極
的
に
進
め
た
い
。
ま
た
、
都

市
計
画
道
路
は
、
市
民
参
加
、
市
民
の
意
見

を
聞
く
プ
ロ
セ
ス
が
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
時
に
あ
り
、
こ
の
経
緯
を
確
認
し

た
い
。

Q
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
当
市
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

A
状
況
に
応
じ
警
察
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

踏
切
で
の
人
身
事
故
を
防
ぐ
為
に

南
武
線
高
架
化
を
推
進
せ
よ

自
由
民
主
党　
　
石
井
伸
之  

議
員

Q
踏
切
人
身
事
故
を
防
ぐ
南
武
線
高
架
化
は
。

A
都
は
都
市
計
画
案
及
び
環
境
影
響
評
価
書

案
の
策
定
中
で
市
は
周
辺
整
備
計
画
を
検
討
。

Q
踏
切
遮
断
時
間
短
縮
へ
賢
い
踏
切
導
入
は
。

A
昨
年
6
月
に
青
柳
踏
切
で
賢
い
踏
切
導
入
。

踏
切
遮
断
時
間
の
大
幅
な
短
縮
が
実
現
し
た
。

Q
谷
保
駅
の
快
速
列
車
停
車
へ
要
望
活
動
の

一
環
と
し
て
正
月
三
が
日
に
谷
保
天
満
宮
へ

20
万
人
来
場
す
る
。
臨
時
停
車
の
提
案
は
。

A
新
た
な
提
案
に
感
謝
。
Ｊ
Ｒ
へ
話
を
す
る
。

Q
国
立
駅
南
口
整
備
事
業
東
西
広
場
へ
献
血

車
両
乗
り
入
れ
に
向
け
た
路
面
整
備
事
業
は
。

A
令
和
8
年
末
に
工
事
着
手
。
令
和
11
年
か

ら
の
献
血
車
両
乗
り
入
れ
開
始
を
目
指
す
。

Q
都
が
朝
顔
の
里
や
お
ん
だ
し
周
辺
の
地
域

を
保
全
地
域
指
定
に
向
け
た
現
在
の
動
き
は
。

A
永
見
市
政
に
相
談
が
あ
り
実
現
へ
協
議
中
。

Q
多
摩
川
増
水
時
の
対
策
と
し
て
堤
防
決
壊

時
の
浸
水
想
定
看
板
を
電
柱
等
へ
の
設
置
は
。

A
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て
今
後
検
討
す
る
。

Q
移
動
困
難
者
に
対
す
る
買
物
支
援
へ
食
料

品
購
入
ア
ク
セ
ス
困
難
地
域
マ
ッ
プ
作
成
は
。

A
店
舗
か
ら
500
ｍ
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
い
。

他
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
増
加
支
援
を
質
問
。

地
球
温
暖
化
の
中
、
木
陰
を
も
た
ら
す

樹
冠
被
覆
率
を
上
げ
よ
う

社
民
・
ネ
ッ
ト
・
風　
　
古
濱
薫  

議
員

Q
学
校
に
行
き
づ
ら
い
、
行
け
な
い
、
行
か

な
い
子
ど
も
た
ち
が
給
食
を
食
べ
ず
お
昼
を

ど
う
し
て
い
る
か
市
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A
詳
細
に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
家
庭

内
で
準
備
し
対
応
し
て
い
る
と
思
う
。

Q
第
二
小
学
校
の
樹
木
の
保
全
を
ど
の
よ
う

に
環
境
教
育
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

A
新
た
に
整
備
し
た
緑
道
を「
ふ
れ
あ
い
豊

か
な
心
を
育
て
る
」「
自
然
と
共
生
で
き
る
学

校
」の
具
現
化
の
た
め
、
学
校
・
市
民
団
体

と
協
力
し
手
入
れ
等
の
対
応
を
し
て
い
く
。

Q
国
立
市
の
樹
木
被
覆
地
は
17
％
と
の
こ
と

だ
が
、
ふ
さ
わ
し
い
数
字
な
の
か
、
評
価
は
。

A
他
自
治
体
と
の
比
較
が
難
し
い
が
、
多
く

の
自
治
体
が
現
状
維
持
を
目
指
し
て
お
り
、

市
も
こ
れ
以
上
樹
木
を
減
ら
し
た
く
な
い
と

考
え
て
い
る
。

Q
整
備
中
の
国
立
駅
南
口
広
場
は
、
子
ど
も

が
過
ご
せ
る
駅
前
と
な
る
の
か
。

A
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の

東
側
の
植
樹
帯
を
広
げ
草
地
の
空
間
を
作
る

こ
と
や
、
富
士
見
通
り
側
に
は
地
面
が
盛
り

上
が
っ
た
部
分
を
作
り
、
小
さ
な
子
ど
も
も

安
全
に
遊
べ
る
場
所
を
考
え
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
立
て
て
公
約
実
現
を

公
共
交
通
・
地
域
経
済
活
性

耕
す
未
来
＠
く
に
た
ち　
　
小
川
宏
美  
議
員

Q
超
高
齢
社
会
に
向
か
う
中
、
公
共
交
通
を

充
実
さ
せ
る
ニ
ー
ズ
は
高
い
。
東
地
域
で
の

デ
マ
ン
ド
交
通
、
青
柳
南
団
地
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
延
伸
な
ど
依
然
ご
要
望
が
あ

る
。
再
検
討
す
る
際
の
課
題
は
何
か
。

A
運
転
手
不
足
で
既
存
路
線
を
維
持
す
る
の

も
困
難
な
ほ
ど
だ
。
協
議
会
を
設
置
し
て
市

内
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
こ
こ
で
進
め
る
。

Q
交
通
空
白
地
帯
の
解
消
を
公
約
に
掲
げ
た

濵
﨑
市
長
と
し
て
は
何
が
で
き
る
か
。

A【
市
長
】今
後
２
年
間
、
国
も
公
共
交
通
拡

充
に
集
中
し
財
政
支
援
を
す
る
と
言
っ
て
い

る
。
最
新
情
報
を
得
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
地
域
経
済
活
性
化
を
掲
げ
る
市
長
に
期
待

し
て
い
る
。
学
校
改
築
等
の
大
規
模
工
事
に

市
内
事
業
者
も
下
請
け
と
し
て
参
入
し
て
い

る
が
、
安
く
使
わ
れ
て
は
堪
ら
な
い
。
ま
た
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
調
理
業
務
含
め
て
市
の
為
に
働
く
人

の
労
働
環
境
は
守
る
べ
き
。
そ
の
観
点
か
ら

公
契
約
条
例
を
再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
事
業
者
と
意
見
を
交
換
し
、
そ
の
有
用
性
、

実
効
性
を
改
め
て
確
認
し
て
い
く
。

他
、
女
性
の
管
理
職
・
役
職
者
の
割
合
向
上

に
向
け
た
目
標
と
見
通
し
を
質
問
。

【令和7年2月27日・28日・3月3日・4日実施】
一般質問 要旨・発言順

ア
メ
リ
カ
の
常
識
の
革
命
を
国
立
で
！

大
阪
・
関
西
万
博
が
開
幕
！

日
本
維
新
の
会　
　
中
川
貴
大  

議
員

Q
引
き
続
き
市
報
で
の
万
博
の
情
報
提
供
を
。

A
し
か
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
っ
て
い
く
。

Q
ル
ッ
カ
の
コ
ミ
ッ
ク
＆
ゲ
ー
ム
ズ
も
出
展

す
る
。
連
携
や
情
報
提
供
は
で
き
な
い
か
。

A
各
部
局
や
各
団
体
で
確
認
で
き
れ
ば
対
応
。

Q
子
ど
も
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
連
れ
去
り

な
ど
で
親
に
会
え
な
い
子
供
の
声
に
対
応
を
。

A
子
ど
も
の
主
体
的
な
思
い
に
応
え
る
。

Q
携
帯
電
波
の
継
続
し
た
改
善
、
整
備
を
。

A
都
が
目
指
す「
つ
な
が
る
東
京
」実
現
に
向

け
、
市
区
町
村
ア
セ
ッ
ト
開
放
の
支
援
へ
。

Q
盲
導
犬
の
負
担
軽
減
へ
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
。

A
Ａ
Ｉ
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
な
ど
給
付
の
可
能
性
。

Q
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
。

A
少
子
化
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
取
り
組
む
。

Q
経
常
収
支
比
率
が
さ
ら
に
悪
化
し
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
設
置
し
た
政
府
効
率
化

省（
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
）の
よ
う
に
常
識
の
革
命
を
。

A【
市
長
】し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
各
事
業
は
計
画
に
影
響
を
来
さ
な
い
よ
う
。

A【
市
長
】御
指
摘
を
踏
ま
え
る
。

他
、
犬
猫
食
、ア
ニ
マ
ル
ポ
リ
ス
、動
物
虐
待
、

多
頭
飼
い
、
動
物
の
災
害
補
助
金
、
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
動
物
愛
護
教
育
、
脅
迫
を
質
問
。

市
長
が
選
挙
中
に
訴
え
た
市
政
を

取
り
戻
す
と
は
、
誰
か
ら
誰
に
か

自
由
民
主
党　
　
大
谷
俊
樹  

議
員

Q
市
長
が
選
挙
中
に
訴
え
て
い
た
、
市
政
を

取
り
戻
す
と
は
、
誰
か
ら
誰
へ
な
の
か
。

A【
市
長
】特
定
の
方
を
想
定
と
い
う
よ
り
、

市
民
の
参
加
を
進
め
る
考
え
の
も
と
の
表
現
。

Q
前
市
政
は
市
民
に
軸
を
置
い
て
な
い
か
。

A【
市
長
】特
に
私
を
応
援
し
た
方
は
、
そ
う

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
。

Q
自
民
党
政
権
か
ら
、
か
つ
て
の
上
原
市
政
、

共
産
党
や
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
政
に

取
り
戻
す
事
を
強
く
訴
え
て
や
っ
た
の
か
。

A【
市
長
】特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
こ
だ
わ

ら
な
い
形
で
や
っ
て
い
る
。
あ
れ
は
選
挙
の
話
。

Q
市
民
と
い
う
言
葉
が
特
定
の
一
部
の
市
民

を
指
す
の
が
議
会
で
あ
る
が
。

A【
市
長
】多
く
の
意
見
を
聴
く
事
に
努
め
る
。

Q
駄
目
で
す
。
市
民
全
員
と
対
話
出
来
な
い

の
な
ら
議
会
と
対
話
す
べ
き
。
市
長
は
国
立

市
民
で
な
く
と
も
立
候
補
で
き
る
の
で
行
政

の
長
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
、
議
員
は
国
立

市
民
で
な
け
れ
ば
立
候
補
で
き
な
い
。
仕
組

と
し
て
市
民
の
代
表
で
あ
る
。
ど
う
か
。

A【
市
長
】市
民
の
代
表
の
議
会
と
当
然
地
方

自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
し
っ
か
り
対
話

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
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　濵﨑真也新市長が就任して初めての定例
会。予算特別委員会では市長提案の新年度予
算案全て原案可決となりました。税金が皆さ
んの暮らしのために使われているか今後も注
視してまいります。今号で前期を終え、広報
委員会メンバー入れ替えとなります。２年間
お読みいただいた感謝をお伝え
し、今後も議会への関心をお寄せ
いただきたくよろしくお願いいた
します。

編 集 後 記

一般質問とは、議員個人が市政全般について行政当局（市長や教育委員会など）に質問
することです。一般質問発言順に、各議員本人が要旨をまとめたものを掲載しております。

市長施政方針表明に対する会派代表質問（要旨）
各会派が要旨をまとめたものを掲載しています。会派
の構成人数により質問時間が異なるため、文字数に違
いがあります。市長施政方針表明の全文は市ホーム
ページ、抜粋は市報 4 月 5 日号をご覧ください。

Ｑ 市長が最も変えていきたいと考えてい
ることは何か。

Ａ 物価高騰の中での子育て支援の充実。
Ｑ 前市政で子供たちが置き去りにされて

きたとの市長の発言があった。それへ
の方針や施策が今回見出せないが。

Ａ 就任時期の関係から次年度予算に反映
することが難しく、また財政状況の制
約もある中で従来の施策拡充に努めた。

Ｑ 科学的な根拠が定まっていない中、災
害用井戸のPFAS水質調査の実施での
農作物への風評被害は大丈夫か。

Ａ 市民不安に基づき調査の必要性は高ま
っていると判断。不安や誤解が生じな
いよう適切な情報発信に努める。

Ｑ 矢川上土地区画整理事業の見直しと地
区計画の策定について市民の意見を聴
くとの場合、市民とは第一義としては
当該住民と解すべきではないか。

Ａ 法令の規定に基づくと、広く市民の意
見を聞くべきと解するのが適当。

濵﨑新市長の訴えはいずこに
公明党

Ｑ 前市政からの転換点は何か。
Ａ 予算やまちづくりのあり方をひと・環

境中心に変えていく。道半ばだが、Ｐ
ＦＡＳ対策や高さ制限の議論を始める
ことなどは明確な違い。
Ｑ物価高による市民の生活苦への対応は。
Ａ食や住へ、より一層の支援を考える。
ＱPFAS対策について今後の展開は。
Ａ 水質調査を通して適切な情報発信・提

供を行い、近隣自治体と連携して都や
国へ具体的な取組を要望していく。
Ｑ都市計画道路３・３・15号線につい

て見解を問う。
Ａ 市民の中で様々な意見があることは事

実。しっかり市民の意見を聞き都に伝
えていかなければならない。

期待に応え「ひと優先」への転換を
日本共産党

Ｑ「フルインクルーシブ教育」の表現を
変えてはいけないと思うがどうか。

Ａ フルインクルーシブ教育は、しょうが
いがある子もない子も全ての子どもが
基本的に常に同じ場で共に学ぶことを
目指していると理解している。国立市
においては、当事者の選択肢を残し一
人一人のニーズに的確に応え、通常学
級の包摂力を高めていく取り組みなの
で、教育大綱で分かりやすい表現を含
め見直したいと考えている。

Ｑ一般会計に占める教育費の割合は、前
年度に比べ下がるがどういうことか。

Ａ 二小の建て替え費用が減ることが大き
い。新年度はスマイリースタッフの増
員や部活動の地域移行に係る委託金、
FSXホール（芸術小ホール）の雨漏り対
策など拡充の予算も計上した。教育予
算を増やすべく必要な措置について、
教育委員会と調整したい。

Ｑ国立二小の建て替えにおける樹木の保
全策は何か。

Ａ 工期の延長で子どもたちが新しい校舎
に入ることが遅れないように考えなけ
ればならない。既存樹木の保護は様々
な影響が出る。

フルインクルーシブ教育の名称は残せ
社民・ネット・風

Ｑ市長施政方針には市政に対する情熱、
熱さ、パッション、元気が感じられず
小さくまとまっている。行政トップの
ビジョンや気概が無ければ市政は推進
力を失いかねない。市長は全身全霊で
取り組むとあるが最も重要な点は何か。

Ａどれか一つではなく全ての事を示す。
Ｑ市長施政方針は永見市政の継承だが永

見市政の大部分の政策を引継ぐのか。
Ａご指摘いただいた傾向にあると思う。
ＱPFAS汚染対策とあるが地下に浸透し

た物質に対する対策とは何か。
Ａ汚染対策ではなく状況把握を行う。
Ｑ第２期環境基本計画にPFASを入れ、

風評被害対策を盛り込むべきでは。
Ａ その計画の内容を把握していないが指

摘を踏まえ庁内で相談し、検討する。
Ｑ矢川上土地区画整理事業の見直しに伴

う地区計画の策定に向けていつまで市
民と対話を行い、対話の終了条件は。

Ａ 今後の進め方は検討中であり明確な時
期はここで伝えることが難しい状況。

Ｑ国立市都市計画マスタープラン第二次
改訂版にある3・3・15号線整備方針
を市長は尊重する考えはあるか。

Ａ間違いなく尊重されるべきである。

矢川駅周辺まちづくりを前に進めよ
自由民主党

Ｑ 新市長誕生の機運を市民に開かれた市
政に繋げたい。具体策はあるか。
Ａ 新年度からタウンミーティング、若い

世代にデジタルツールも活用する。
Ｑ緑・生物多様性への市長の考えは。
Ａ 都市における緑の充実は国家的なテー

マ。矢川おんだし周辺を都と連携して
保全地域として指定を推進していく。
パリ・シャンゼリゼ通り等先進例を視
野に、国立駅周辺の緑拡充に取り組む。

　他、国保税の急激な値上げの抑制策。

柔らかな発想と対話で創るくにたち
耕す未来＠くにたち

Ｑ 市長選で、教育費の占める予算割合が
多摩26市中下から3番目と主張された。
一律の基準で比較されているのか。

Ａ 比較の仕方として不適切だったとは考
えていない。

Ｑ幼稚園費、学童保育所費、給食食材費
が教育費として計上されている自治体
もある。訂正を求めたい。

Ａ 修正は考えていない。誤解を招いた要
素があれば、正確な情報の発信を検討
していく。

国立市は他市に比べ教育費が低いのか
みらいのくにたち

Ｑ 前永見市政は人権を土台に置くソーシ
ャルインクルージョンのまちづくりを
大きく発展させたが、濵崎市長のソー
シャルインクルージョンの認識は。
Ａ 炭谷茂さんともお会いし、不安定な社

会では誰もが当事者になる。人権は言
葉ではなく、市民生活に寄り添った具
体的施策と予算だて。考え抜く。
Ｑ市長に立候補した 最大の理由は何か。
Ａ 現役世代の人数が減少している。これ

をとめなければならないと考えた。

人権平和引き継ぐ事を評価。後退ダメ
こぶしの木

Ｑ  職員の人員不足への対応は。
Ａ 民間の待遇改善による退職者の増加傾

向が続いている。各自治体でも同様で
早急に処遇の改善と環境改善が喫緊の
課題。テレワークやフレックスタイム
などの柔軟な働き方の検討も必要。

Ｑ市長の考える行財政改革とはなにか。
Ａ 状況の整理の上で自治体の特性や財政

状況を踏まえて歳出歳入あらゆる方面
から議論を始めたい。

　他、在宅避難、移動支援について質問。

新市長の目指す市政とはなにか
立憲民主党

Ｑ トランプ大統領の常識の革命を国立で。
Ａ前提に囚われず、社会情勢に合わせる。
Ｑリカレント教育の推進について。
Ａ国立市でも取組を推進していきたい。
ＱＰＦＡＳや環境・人権・平和は緊急か。
ＡＰＦＡＳは個別、平和は広域で対応。
Ｑ経常収支比率が悪化したが、対応は。
Ａあらゆる分野での歳入増と歳出減を。
Ｑフルインクルーシブ教育の見直しを。
Ａ   基本的にそのような認識をしている。
　他、共同親権、社会保険料を質問。

維新の改革を新市長に示す！
日本維新の会

Ｑ 市長の考えを示したうえで対話を進め
るべきではないか。

Ａ 必要な場面においては、市長の考えを
示したうえで議論を行っていきたい。

Ｑ対話や審議会など無作為抽出の手法を
取りいれてみてはどうか。

Ａ 非常に有効なやり方になるような場面
もあるかと思うのでしっかり取り組ん
でいきたい。

Ｑ現役世代への支援策をどのように考え
ているのか。

Ａ 子育て環境の充実は非常に重要。また
若者の意見を反映するための審議会、
起業、創業支援、若者にとって住んで
魅力的なまちになるということを考え
ている。

子育て支援と若者への政策が必要
新しい議会

広報委員会委員

【令和7年2月27日・28日・3月3日・4日実施】
一般質問 要旨・発言順

公
約
の﹁
対
話
と
市
民
参
加
﹂

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
徹
底
を

日
本
共
産
党　
　
矢
部
新  

議
員

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
が
行
っ
た
内
部
公
益

通
報
が
、
不
適
切
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。

庁
内
に
お
け
る
制
度
の
周
知
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
問
題
で
あ
る
。
研
修
等
に
盛
り
込

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
行
政
不
服
審
査
の
研
修
等
に
含
め
る

な
ど
、
制
度
周
知
に
努
め
た
い
。

Q
矢
川
上
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
と
都
市
計
画

道
路
３
・３
・
15
号
線
の
関
係
は
市
民
に
ど

う
説
明
し
た
の
か
。

A
区
画
整
理
の
網
か
け
を
外
し
て
も
道
路
の

計
画
線
は
依
然
残
る
と
い
う
関
係
。

Q
説
明
や
意
見
聴
取
が
足
り
て
い
な
い
。
今

後
、
説
明
や
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
予
定

は
あ
る
か
。

A
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
、
個
別
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
う
。

Q
市
長
は
対
話
と
市
民
参
加
を
公
約
と
し
て

い
た
。
ど
の
よ
う
な
分
野
で
市
民
の
声
を
取

り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

A【
市
長
】気
候
変
動
や
ま
ち
づ
く
り
、
居
場

所
の
充
実
な
ど
様
々
な
分
野
を
考
え
て
い
る
。

具
体
的
手
法
は
要
検
討
。

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
良
い
面
を

し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
こ
と
を
求
め
る

こ
ぶ
し
の
木　
　
上
村
和
子  

議
員

Q
施
政
方
針
に
戦
後
80
年
、
国
立
市
平
和
都

市
宣
言
告
示
か
ら
25
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て

の
平
和
に
対
す
る
市
長
の
決
意
表
明
が
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
。
6
月
21
日
の
く
に
た

ち
平
和
の
日
に
、
市
長
発
意
の
平
和
企
画
を
。

A【
市
長
】非
常
に
大
切
な
戦
争
体
験
者
か
ら

直
接
話
を
聴
く
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
く
今
、

次
世
代
に
継
ぐ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
検
討
。

Q
前
永
見
市
政
の
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
は
人
に
照

準
を
合
わ
せ
た
福
祉
型
予
算
で
積
極
的
財
政

と
私
は
考
え
る
。
財
政
難
を
理
由
に
市
民
生

活
を
圧
迫
す
る
緊
縮
財
政
は
危
な
い
。
濵
﨑

市
長
の
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う
。

A【
市
長
】福
祉
や
人
を
支
え
る
予
算
は
極
力

削
減
す
べ
き
で
な
い
観
点
も
含
め
検
討
。

Q
フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
文
言
と
東

大
と
の
協
定
を
継
続
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A【
市
長
】教
育
大
綱
の
見
直
し
を
含
め
フ
ル

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
名
称
も
検
討
必

要
。

Q
二
小
樹
木
保
存
は
生
き
た
環
境
教
育
、
大

学
通
り
桜
守
活
動
も
同
様
、
協
働
推
進
を
。

A【
市
長
】教
育
委
員
会
と
も
相
談
検
討
。


